
6.4 道路と交通との連携の方針

(1)目的

生活者のニーズが複雑化･多様化するなか､単独の交通手段だけでなく､各々の交

通手段が有する代替て補完などの機能を有効に活用して､複数の交通手段相互の連携

を高めることが､生活水準の維持向上や地域の活性化の支援に不可欠である0すなわ

ち､同一の交通手段の連携とともに､異なる交通手段との連携が今後の交通対策にと

って重要といえる｡

異なる交通手段相互の連携を図り､地域に根ざした円滑かつ効率的な交通を実現す

るため､道路と公共交通とのネットワークのあり方を以下に定める0

(2)基本的な考え方

道路と交通との連携の方針として､以下の点があげられる0

① 交通手段の連携

･交通体系全体としての利便性を向上させるため､駅前広場などの様々な交通

が集中する交通結節点の整備を図り､異なる交通手段相互の連携を推進して

いく｡

② TDM(交通需要管理施策)の推進

･市街地内の渋滞対策の一環として､将来的な交通容量の拡大への対応と交通

需要の調整･抑制を図るTDM(交通需要管理施策)を推進する0

･自動車交通を代替する､もしくは転換する公共交通(バス･鉄道などの旅客

輸送)の利便性向上や容量の確保などを､特に市街地内において推進するD

･また､時差出勤等の推進により､朝のピーク時間等の交通需要の調整を図り

交通の平準化に取り組む｡

･経済活動支援の面から､物流の主体となる大型車(トラック等)の市街地内

への流入は､交通渋滞の一因となっており､輸送ルートの見直し(適正な誘

導)や輸送効率の向上などについても検討していく必要がある0

(3)整備方針

整備方針として､以下の項目を掲げる｡
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表6-12道路と交通との連携の整備方針

概 要 】
施策展開

公
共

交

通
か

ら
の

対
応

整備方針 l

牒存の乗合バス路線を維持していくほか､市街地内のバス交通不便区域を解消するための新たな′ヾス路線を姐
u

l

バス交通の掴的な展開によるモビリティの確蔑輩豊市街地に射る身近な公共交通手軋て重要な役割を担っていることから現在の系統を維凋む､i｡走行施設に関わる冊-ビスの改善(コミュニティ′ミス､高速バス等〉a保
御用を促進する

■

b都市計画と連携したバス交通の整備推

1

【

の路線および停留所等について､都市計画の中で位置づけ､バス交通を予め見込んだまちづくりを∃○走行施設に掛る′くスサービスの改善(コミュニティバス､高速バス等)
利便性の向上

c雪雲芸諾謂濫音読帽

】

l

Ⅰ.C付近に整備予定の高速バス停留所の給節機能を向上させる｡l

経済情勢を勘案し､新発田駅を発着する高速バス路雛検討するとともに､バスタべナルとなる新1｡析施設に関わるバス叶ビスの改善(コミュニティバス､高速バス等)駅周辺整備をすすめる 1
l

｡荒濫豊富鰍こよる円滑も1

発田＼

ト

･鉄道駅では複数の交通手朗移数乗り入れているため､乗換時のバリアフリー化や料金支払いの簡靴など､○サイクル･アンド･ライドの支援

欝浩梵語クシープールの整備､駐稀場整脚駅前空間の改善に胱.8誤認先方策

e警雷雲冨芸孟盟諾貯高度利用によ

○キス･アンド･ライドの支援
○サイクルヴンド･ライドの支援

儲憲買芸発雷雷芸慧慧翳㌫義墓妄語去岩塩遽蒜豊蒜遥組長として､あ竜8芸謁蒜宗男慧要一ビスの改綽ミュニティバス､高速/ヾス等)
1るい酬規模公園(コミュニティ空間)として改善していく0 8纂憲慧悪法豊麗る

l

f語手段利用のための情報提供による利便性
牒蒜濫誓篤為諾濡讃憲警情報､目的地までの所要時間などの情報を提供し､利1LO停車施設に関わるバスサービスの改善

トわ弼やすい道路標識の整備やIT等を活用した交通網の麒､バスロケーションシステムの導入などを検討○駐車場案内システム､駐車場誘導システム､サイン計画

していく｡ 1

g誓讐謂芸′Ⅶアフリ~化による障害者､高齢

l

1

.･道路のバリアフリー化のための歩道の段差解消や､バスからの乗降を容易にする低由バス等の導入もしくはバlo車両に関わるバスサービスの改善

弓ス停設置箇所付近の道準構拇良などを検討するGlOバリアフリー空間の整備
1 L

h諾掌冨雷雲宗法諾云車道の整備等によ

u

庭書芸芸昌宏讐藤吉Lクの整備とともに､駅やバス停留所周辺での1｡自転車道ネットワークの整備
鹿輪場整備を推進する｡

.市街地内における低公害車や自転車の利用促t進による環境の改善

l

l o車両に関わるバスサービスの改善

i遠雷芸窒違憲野芸造詣憲漂翳欝蕎焉冨禁墓誌瓢か､歩行∃3苦露㌍窟スの改善(コミュニティバス､高速バス等)
■

･lOその他の乗り入れ規制

j/ヾ-クアンドライド(P&R)等の推進

欄潟都市圏全体の交通体系の整備に向けて､主に新潟市への通勤を目的としたパークアンドライドを推進す■
■

･○パーク･アンド･ライドの支援(新発田駅､西新発田駅等)

i･P&Rを効果的に推進するため､鉄道駅周辺での駐車場の確保とともに､駅までの移動を改善する都市内道踵㌻○パサアンド･バスライドの支援(聖籠新発臥C付近等)
;る｡

･網整備を推進するD

■
■

k霊警器欝ける道路利用の分別化による交灘の自動車に利用を限定した道路･交通の整備等により､効率的に都市内の公共交通の定時制向上や渋滞≒§≡盟(バス優先道路､H｡Ⅴ優先レーン､トランジットモー魔和を図る｡
ル等)
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表6-12道路と交通との連携の整備方針
l 施策展開

概 要 l

総
合

的
な

対

応

.悪霊芸慧発雷孟㌶謡琵-スとした地㌔‥芸歪讐慧慧濡謎虚器翳誓用した地域間交流と連携を推軋ていく｡
卜

m芸芳志護の適正な規制働こよる良

郊外型商業施設の適切な立地規制と誘導を行い､周辺道路の混雑緩和と良好な沿道環境の確保を図る｡
外環状の整備により､今後新たな大規模商業施設等の立地が予想される地域では､用途地域指定等を踏まえ
た立地規制や､交通誘導のための交通アセスメントの実施などの対応を図るb

∃
l

n琵諾宝至芸譜欝連携整鮎よる道

l

▲道路管理者と鉄道事業者との連携により､蜘道等の鉄道横断箇所の改善を臥安全性確保と交通容量の融
】

芦欒撃讐堅竺分断されているが､外紳イパス)ア内鰍([都]西新発田1
大を図る｡

0 都市内における道路利用の適正化

口

t.市街地内の交通渋滞の原因となっている路上駐車などについて､道路利用者の啓発や教育を進めるとともに､
必要に応じて駐車場等の施設の整備を検討する｡

○駐車場案内システム､駐車場誘導システム整備の検討

u

p時差出勤の推進による交通需要の平準化

l･時差出勤を離的に推進することにより､朝のピーク時間における交通需要の調整を臥交通の平準化に努

める｡

･同様に､新潟市への自動車通勤者に対しても､新潟都市圏構成市町村との連携を図りながら､時差出勤等の取
り組みを推進していく｡

○中心市街地へのマイカー通勤者の時差出勤(啓発活動の展開)
○新潟市街地へのマイカー通勤者の時差出勤(啓発活動の展開)
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